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第 7 回 一般社団法人全国保健師教育機関協議会 秋季教員研修会 報告書 

 

Ⅰ．実施状況 

1．日時：平成 30 年 10 月 23 日(火)13：00～16：40 

2．場所：郡山商工会議所 大ホール(福島県郡山市清水台 1－3－8) 

3．実施内容 

 テーマ：「公衆衛生看護学をコアとする保健師教育の充実と教員の質向上に向けて」 

 1)講演(13：10～14：50)： 

「現場と大学の協働」  

国際医療福祉大学 教授 荒木田美香子 先生 

       福島県喜多方市役所山都総合支所住民課市民サービス班 主任保健師 若林章都 氏 

 2)「看護基礎教育検討会の経過報告」(15：05~15：40) 

  座長：東邦大学 教授 岸 恵美子 先生 

  話題提供：大分県立看護科学大学 学長 村嶋 幸代 先生 

 3)「公衆衛生看護学教育モデル・コア・カリキュラムの活用」(15：40～16：50) 

  座長：全保教コアカリ委員長 愛媛県立医療科学大学 野村 美千江 先生 

  ①対象・健康課題・支援方法を学ぶ事例 

湘南医療大学 澤井美奈子先生、聖隷クリストファー大学 鈴木知代先生、青森県立保健大学  

古川照美先生、神戸大学大学院 和泉比佐子先生 

  ②保健師教育課程カリキュラムマップ活用例 

長野県立大学 宮崎紀枝先生 

  ③公衆衛生看護学実習計画への活用例 

九州大学大学院 鳩野洋子先生 

Ⅱ．実施結果(アンケート集計結果) 

アンケート集計数は 87 名分であった。回答者の所属機関は、「大学(85%)」が最も多く、続いて「その

他(9%)」、「統合カリキュラム校(4%)」、「1 年課程(2%)」であった。 
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 回答者は、全国保健師教育機関協議会に「加入して

いる(95%)」が殆どであり、『今回の研修を知った経

緯』は「開催通知(68%)」が最も多く、続いて「職場

の上司・同僚(17%)」、「ホームページ(10%)」、「その他(5%)」であった。 

また、研修会の参加状況は講演に「参加した」(98.9%)、看護基礎教育検討会の経過報告に「参加した

（98.9％）」、『公衆衛生看護学教育モデル・コ

ア・カリキュラムの活用』に「参加した(97.7%)」

と大半の回答者が参加していた。また、『公衆衛

生看護学教育モデル・コア・カリキュラムの活

用』に参加した者に対し、『教育実践の参考にな

ったか』に対しては、「大いに参考になる

(54%)」、「まあまあ参考になる(39%)」であっ

た。 

 

 『今回の秋季研修会に対する満足度』は、「満足した(46%)」が最も多く、続いて「とても満足した(39%)」、

「やや不満足である(11%)」であった。日程については、「適当(98%)」が多く、『時間配分』は「適当(79%)」 

『講師について』は「適当(86%)」、『運営方法』は「適当(87%)」が最も多かった。 
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『今回の研修会へのご意見・ご感想』では、以下の

ような自由記述による回答があった。 

・講師の方がキャンセルされた中、調整が大変だっ

たと思います。ありがとうございました。 

・会場が広く、机の広さにもゆとりがあって良かっ

た。荒木先生の「就職説明会開催」のご説明は、と

ても参考になった。来年度から取り入れてみたい。

村島先生の「PHN の技術項目」の提案に賛成であ

る。実習指導としてくれる行政 PHN が、学生に何を指導したらいいのか明確になると思う。 

・休憩以降の部分にもう少し時間取ってほしかった。 

・いつもグループワークが中途半端です。なくても良いと思います。 

・現場と大学の協働につきまして、大変参考になりました。ありがとうございました。 

・事例検討会（事例）は大変よかった。看護基礎教育検討会の報告は大変良かった。 

・内容はどれも重要なものばかりで良い研修でした。しかし、盛りだくさんで、午前中からもっと頭

を休めながら研修ができた方がよいかもしれない。 

・半日ではもったいない感じがしました。演習授業については時間がもっと欲しかった。 

・参考になった。資料がもっと欲しかった。 

・最新の情報や授業に活かせる内容があり、とても参考になりました。 

・講師の変更がある場合、ホームページまたは申込時の E-mail に連絡があるとよいと思った。 

・コア・カリの「本例」例は、大変分かりづらかった。 

・夏季研修会の連続のテーマには参加しづらい状況でした。 

・午後の事例に関してのパワポ資料がほしいです。 

・後半は内容が盛りだくさんすぎて説明が少なく未消化な印象 

・とても参考になりました。短い時間でしたが意見交換も有意義だったのでもう少し時間があると

よかったと思いました。 

・初めて参加しました。とても勉強になりました。 

・とても勉強になりました。 

『今後の研修会への希望・要望』では「今回の方法を少し継続してはどうか」「カリキュラムについて」

という自由記述による回答があった。 

また、回答者は『日本公衆衛生学会の会員である』が「はい(91%)」が多く、『本研修会が日本公衆衛
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生学会認定専門家研修会であることを知っているか』は「はい(75%)」が最も多かった。 

 

以上 

 

(報告者 日本赤十字秋田看護大学) 


